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川棚温泉調査報告
（昭和19年9月19日干醐要塞司令部検閲濟）

　　　（昭和19年9月20日受領）
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1。序

　川棚温泉は下關市の北方，山陰線川棚温泉曝の南東，山口縣豊浦郡川棚村字湯谷に在

り，川棚温泉瞬より乗合自動車の便がある。温泉は壽永年間の嚢見に掛ると言はれ，現

在旅館が約20軒有って下關及北九州より多数の浴客を迎べてみる。

　筆者等は山陽電気戟道會赦の依頼により松山教授の指導の下に昭和11年12月に水温泉

の各泉源に戯さ温度，湧出量等の測定を，又翌12年2月には附近地温分布の調査を行ひ

其後も同禽肚の打つだ薪泉源掘盤状況を調査し叉昭和11年12月以來前後3日に亙り英ラ

ドン含有量を測定する等種々の調査研究を打つたので薮に昭和ユ8年8月迄の結果を取纏

めて報告する。

　筒温泉の更生動策を講じ或は薪に試錐を行ふ場合等に過去の記録が極めて必要なる事

が痛感せられるのであるが多くの場合之を鉄くのを常とする。本篇は將來の参考に資す

る爲書かれたもので単なる調査報告としては，末楕に亙り讃みづらい鮎も多いが，護者

の寛恕を乞ふ次第である。

　　　　　　　　　　　　　　2．適業の概況

　川棚温泉附近の基盤は黒雲母花闇岩で，温泉は此中に共源を讃し，之を被覆する緑色

砂岩の圓礫及砂より成る厚さ6乃至20米粒の洪積居を通して湧出してみる。泉質は各泉

源共大差なく概ね無色透明の監類泉で僅かに賊味を有し弱酸性反膝がある。泉源として

　　　　　　　　　　　　　　　カミュ　　1トウ　｝モユ
は昭和ユ1年12月第1日調査賞時は．上湯，衛膝下湯（表），下湯（裏），小天狗・岩崎
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玉椿の7箇があったが，現在では之に衛藤薪泉源及小天狗薪泉源が加ってゐる。俺比等の

外に於多幅屋，盤遡及昭和ユ2年夏以来山陽電勒が掘襲した松田の蕾泉源があるが現在で

は何れも埋漫せられてゐる。此等の泉源は何れも極めて挾い範園内に分布して居て最遠

隔のものと難も130米を距つるに過きず，且共大多藪は試錐深度も比較的淺v・。今冬泉

源に就き共試錐深度並に挿入管の口径を示せば第1表の通りである。

　　　　　策　　1　表　　　　　　　　昭和n一ユ2年頃は此等の中上湯泉源の湧湯

泉　　　源 深さ（米） 挿人街の

冊　　　　　　　　　　　　　　　L…一　一 ’

口極（糎）　一　一一一　　　　一

上　　　　湯 45．8 1O．3

小天狗（奮） 47．5 5．1

王　　　　椿 34．4 6，4

揃　　藤（蕾） 43．2 氏7

不　　湯（表） 26．5 3．8

下　　湯（裏） 約21 一

砦　　　　崎 2z2
一

松田（蕾試錐孔） 310．6 10．7

小天狗（新） 約100 ’

衛　　藤（新） 170．6 lO．O　一

は隣接せる上湯共同浴場の外5軒の旅館に供

給され，衛藤（奮）泉源よりは下湯共同浴場

（下湯（表及裏）泉源よりの不足分を供給）の外

3軒の旅館に配湯され小天狗，玉櫓，及岩崎

の各泉源より湧出する湯は夫々各自の浴槽に

導かれて居た。黙るに其後松田並に衛藤，’小

天狗の各薪泉源が掘襲されそれに倖って上湯

泉源の湧出量が頓に減少した爲，昭和18年8

月現在では衛藤新泉源よりは直接2軒の旅館に，衛藤奮泉源よりほ直接1軒の旅館に配

湯され，爾泉源の残りの湧湯を合せて下湯共同浴場外9軒の旅館に供給して居り，上湯

泉源よりは僅に1軒の旋饒に配湯されてゐるに過きず前記の上場芙同浴場は駿止されて

ゐる。

3・　温度及連出量

　水温泉の襲見は既述の如く極めて古いに拘らナ，十藪年前迄は其湧泉は僅に上場及下

湯の，2箇に限られ，他は金部最・近十数年間に掘盤されたものである。而して昭和5年以

後の温度及湧出量に就いては縣欝局及温泉経轡者の手に依る測定がある。其の中昭和1エ

年迄の分を第2表に示す。

　　　　　　　　　　策2表　温度及湧出量　（自昭和5年至昭和11年）

上　　湯 衛　　藤 下湯（表） 下湯（裏） 小天狗　　砦　崎 玉　　椿

温度
1鮒量1（立ノ分）

温度 温度 湧閉量 温度 湧閉量 温度 湧出量温度 湧出量 温度綿
備

（叩） （。C） （κ） （立粉） （。C） （立／分〕 （。C） （立粉）（κ） （立∫分〕 （oC）

霜・年・榊日 6Z2 53．2
I
1 i 59．2

6年3朋O日 37．7 33．2 41．5

8年3月26日 44，5 2脇5 41．0 ユ46 41．9 1土8 41．5 355 39，O 32，8

g年g月21日 44．O 180．4 42．3 46．9 41．5 8．3 42．O 3Z8 39．O 33．7
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工O角三7ハ161≡一　43．5　131，9　43．5　117・6　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一

エO年7月18日　43．5225，543．5135，341，511，9　42，042，4　　　　　　　36，324，9　39，040．O

1O年8月13日　43．1216，543．0120－241，7工3．5　411837．3　4撃．522，5　37，8　－　　39，538．9

ユO坤三10月15日　　43．5　175，2　43．2　　103，1　42，0　13・5　　　一　　　＿＿　　　42，5　22，5　　38，7　25，5　　39，0　35，5

11牟ド5月■14日　　42．9　136，7　42．7　　8616　41．4　　5，4　　41，2　19，8　　42，5　13，7　　39，4　39，7　　38，8　25．8

〈農

　之に依ると昭和5年末より昭和11年に至る約5年間に於ては大盤に於て湧出量，温度共

に著しい蟹化を示してゐない。昭和10年7月17日の有感地震により上湯に於て著しい湧

出量の増加を來してみる鮎は興味があり，共役にも地震の爲に一時的ではあるが湧出量

の増加が認められたことがある。

謹昭和18年9月10目の鳥坂地震の影響を受けてそれ迄殆んど枯渇の服態に在った上湯が復活し同年11

　　月18日現在温度41oC，毎分約工OO主の湧出を頼けてゐる。

　筆者等が昭和11年12月8日から12日迄の間に打つだ調査に於ては温度は之を下湯（表）

を除く各泉源に就き測定したが，湧出量は泉源の構造に依り測定不可能なるものを除き

上湯，衛藤（奮），下湯（裏），玉椿の4泉源に就いて行っ淀。湧出量の測定は後日他と比

較する際の必要上共模様を一通り籠明して置く。

　（i）上湯泉源は大なる泉源糟の底よリ約14糎突出せる鐵管よリ湧置する温湯を糟垂下部に設け一られ

た上湯男女面浴槽への2本，内湯族敏への2本合計4本の邊腸管に依って配湯してみた。湧出量測定はそ

の中族館への逡腸管に密栓を施し共同湯男女繭浴槽への流入口で1斗桝を充蒲するに要する時間を押

止時計で別刷こ測定し糞和を以て上湯泉源の湧出量とした。此際内湯族館への迭湯を停止しても湧出せ

る湯は金部共同浴槽へ流才し去切泉源槽内には溜らなかった。

　（ii）衛藤（蕾）泉源槽は蝕頂天ならざる直方誰で真底の略中央に湧出口が開いてみる。邊線管は唯1

本（調査嘗時）で湧出口よリ17糎上方にある。而して牢常の邊湯扶態では泉源槽内の場面世時によリ多少

の高低はあるが大監湧出管口よリ50乃至70糎上にある。邊湯を金く停止して湧出管口よリ34糎上にある

下放流口よ〕流出する湯の量及之をも密閉して更に42糎上方（湧出管口よ〃6糎上方）にある上放流口

よ田流問する最の双方を測定した。

　（iii）玉椿泉源では湧湯は金部玉椿族館の二浴槽に流入し之が1唱の排閉口よ〕流出してゐたので浴

槽よリ匿出する椴態に於て此排出口よリ流出する量を測定した。但し湧閾瞥口は此扶態に於ける浴槽場

面よりも高い位置に在る故此測定値を以て湧出管口に於ける湧出量とすることが閉來る。

　（iΨ）下湯（裏）泉源では湧出管よ田2本の側特が出でみて一は共同浴場へ，他は貯湯槽へ導かれて居リ

更に此貯湯槽よ切苧個の家族湯浴糟へ夫々管が通じてゐる。共同浴場及東北の家族湯浴槽への蓬湯を阻

止して，西南の家族湯へのみ湯が流入する様にして置いて北流入口で湧出量を測定した。此際貯湯檎内

の場面は貯湯槽上端よ口92糎下に在リ測定値は化水位に於ける湧出量である。

　斯様にして得た結果を一括して第3表に示す。筒此調査期間前約ユ週間は降雨がなか

った由で，調査期問中には唯12月11日の早朝及午後に相當の降雨があったのみであっ

た。
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策5表 温度及湧出量 （昭和11年1瑚測定）

測定時 温　度 湧出量
場面筒

測定　日　時 ，氣温阿 （。C） （立／分）
（湧出管 備　　　　　　考
口上，糎

1・月・日午前・崎・・分い・ 43，O 143．1 O

上湯．
湧出管1］よ〕置出

g日午繭10時20分1　一 43．O 143．9 O

8　日　正　午 9．4 43．O 98．6 43
下放流1コにて測定

9目午箭11時ω分 一
43．2 94．2 43

g　日　正　牛 一
43．2 83．9 82 上放流叩こて測定

9目午後5時08分 4．5 43．O I09．1 46

衛藤 9日午後5時17分 4．5 43．O 96．5 86
灘／鱗

11日牛後5時20分 一
43，O 99．8 44

12日年商6時25分 13．1 42，8 1O↓7 46

艀の鰍鏑磯圭嘗躍蹴時測定

12日牛後2時42分 14．6 43．O 98．3 45

1i日午後4時40分 38．9 30．7 O 降雨の昼湧出量稿増加せし
I か

玉　椿 12日午前6時05分 i＆1 39，2 3I．1 O 上場抑睡の影暮

12日牛後．3時05分 146 39．1 28．8 O 平常状態に回復

下撮
貯湯槽上 家族湯浴槽にて測定・此測

（墓）・ 8目午後3時20分 一
4コ．0 地4 端よ口 定役途腸管散瞳し以後測定

92．2 不能となれ〕

　　　　　　　　　　　　4、　場面高に依る債出■の菱化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第
　以上の如く四泉源に就いて共湧出量

を測定した外に，．上場及衛藤（奮）の爾

泉源に於てば場面高に依る湧出量の愛

化をも調査した。此等爾泉源共既述の

如く湧出口は直接共泉源槽底に開いて

居り，上湯泉源では湧出せる湯は泉源

槽内に溜らす直ちに4．本の邊腸管に流

入してゐたので，此等の邊腸管を全部

閉塞し，そのま』第1園の如き装置を

用ひて場面の上昇に依る重鍾の位置の

蟹化を時刻と共に記録し，又衛藤（竃）

泉源では牢常の還湯挟態に於ても場面

が可成高い位置にあるので邊腸管のバ

○　　　　　二

’、

1

o

イ　薄手
口　粛軍
ハ　重機
二　概蚊
ホ　尺度

泉
源、

粘

湧
坐

守
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ルブを閉ちると共に槽内の湯を全部汲み出し淀後，尺度により直接場面g上昇を時刻と

共に誼み取り，其等の結果から各場面高に於ける湧出量を算出した。此等の結果を圖示

すれば第2圃A及Bの通りである。

　　　　　　　　　　　第2固　場面高に依る湧出最の糧化

＾　上湯泉源（昭和11年12月9目測定）
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5．桑源相互の聞僚

　泉源相互の關係を究める事は之を以て地下構造推定の有力な材料となす事が出來從っ

て全部の泉源に就いて之を行ふを理想とするが泉源の構造英他諸種の事情に依り僅に上

湯，衛藤（蕾），玉櫓の三泉源間の闘締に溺れることが閉來たに過ぎなかった。泉源相互

の闘係を究める方法は一の泉源の場面を蟹化させ之が他の泉源の湧出量に如何なる影響

を輿へるかを見るのであるが，筆者等は便宜上，上湯泉源の湧出管口に木栓を施し英湧

出を完全に停止せしめて，他の二泉源の湧出量の蟹化を調べた。典結果は第3表に見る

如く上湯泉源の約7時間年の抑歴は之より約30米距った衛藤（奮）泉源の湧出量を明かに

増加せしめ，又約170米距った玉椿泉源の湧出二最をも僅か乍ら蟹化せしめたものと見る

事が出來る。小天狗泉源に就いて斯の如き闘係を調査し得なかったのは残念であるが，

恐らくは同様の蟹化を示したであらうと者へられる。

6。ラドン含有一：日1

　昭和11年12月，同14年1月及同18年8月の3日に亙ゆ，主なる泉源に就き，理化學研究

所製I　M二県敏計を用ひてラドン合有量の測定を打つだ。試料の探剛こは充分注意し，大

抵の場合は温出してみる湧湯を湧出口で直接探取し，衛藤（竃）泉源では泉源槽に溜った
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湯を一旦全部汲み出し，湧出口のなるべく近くで耕しく湧出し來れる湯を，又小天狗

（奮）及玉椿（昭和18年8月測定の際）では泉源が密閉されてゐた爲に止むを得す之に極く

近い浴槽への流出目で採取し夫々冷水で遼に氣温と同温崖になる迄冷却した。引絞いて

試料水を振濫し其後60～70分以内に観測を4～5日行ひ，各測定値より復元係数を用ひて

始元放射能を計算し其平均を求めた。其等の結果を一括して第4表に示す。

　　　　　　　　　　　　　　策4表　ラドy合有量

昭和11年12月測定 昭和14年1月測定 昭和18年8月定測

泉源の ラドン含有量
温度

ラドン含有量 漉度
ラド；／合有量

泉源名 深　さ 測定目 測定目 温度
1〇一〇キ （。C） 10－loキマヅ＾ （oC） 1O■10キ （。C） 測定日

（米） マッヘ ヤツ＾
ユ．ト㍑ リ’立 ユ1〕一’t

上　　湯 45．8 48．27 15．27 43．O 12月8日 58．η 10．6643．2 1月g目

小天狗値 47．5 65．70 18．07 41．3 12月9目

玉　　謄 34．4 56．69 15．59 3819 五胡11日 55．27 14．65 （41，3） 8月12同

衝　藤噛） 43．2 70．16 19．29 43．O 12月12日 51．09 14．05 42．3 8月11目

松　　囲 293．7 51．85 8．75 39．4 1月8目

小天狗噺 約100 51．25 14．09 44．3 8月12目

衡麟繍 ユ肌6 訓．24 8．57 43．3 8月11目

謹．　表中昭和18年8月測遣のヨ…椿泉源の温度が41．炉Cとなってゐるのは．此泉源の湧湯が少しく加熱

　　されて浴槽へ迭られて層リ此温度は斯様に加熱さ札た後のもので正確な温度ではない。泉源が密

　　閉されてゐた蟻にかムる試粋こっきラドン含有量を測定したのであるから共測定値は賞際よリ幾

　　分低いものと思はれる。

　　叉松岡泉源の深さ卿鉗米は昭和4年エ月8日に於けるもので真後更に掘蓮して最深31⑰．6i米に達

　　した。

　此等の結果よゆ比較的欲い地域に分布する之等泉源の中大鎧に於て泉源の比較的淺い

ものがその湧湯のラドン合有量が大きく，泉源の深いものに於て却ってラドン含有量が

小なる傾向が見られるのは興味ある事費である。之は後に述べる葡藤薪泉源掘襲當時の

試錐の各深度に於ける孔底温度の鐘化と共に地下に於ける温泉水源に闘して示唆を輿へ

るものと見ることが陥來るであらう。

71　温県附近の地日分布

　一の温泉劫域の地下温度分布は地下に於ける温泉水．上昇の模様を暗示し，礎って之を

詳細に調査すれば共地域中に新に試錘を行ふ際の位置選定に關する一の手懸りが得られ

るであらう事は容易に者へられる。筆者等は斯様な目的で川棚温泉の湧出地域帥川棚村

字湯谷に於て地温の測定を打つだ。測定にぼ底るべく地下温度の年饗化のない所帥ち地

表面下約10米以下で行ぶのを理想とするが多数の地難に就き斯様な深さの温度を測る事
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は先っ困難であり，叉歩測定の如く極く短期間たらば日

蟹化の殆ど無い地表下1米粒の深さで測定を行ひ長期饗

化に封じては必要があれば修正を施せば充分である。

（此の事は嘗て依田和四郎博士も大1正11年夏に行はれた

由布院温泉地帯の地温分布調査に於て認められてゐる。）

それで惟者等は帥記地域に於て昭和12年2月3目より同6

目に至る4日間及同g日の合計5日間に137鮎に就き測温し

た。それには先っ直樫1．8極，長さ1米徐の先の尖った鐵

捧で深さ1米の孔を次々に穿ち之に第3－1剤に示すやうな

長さ132樋の木製棒の下都にO．5．C目盛の棒状水銀温度計

を納め，特に典・先端部はゴム管及木綿で包み，英上に眞

鍮製覆ひを施したものを挿込んで打って，約20衛所を終

れば最初のものより之を順次引抜いて手早く温度を誠取

った。因みに此等の温度計は務め標準温度計と比較して

1ぴ，20o，30。，40o，50oCに於ける器差を求めておい

た。叉湘度計挿入から讃取迄は最も短い場合で47分であ

った。斯くして得た測定値に夫々上記器差による補正を

施し，叉別に測定の全期間を通じて同一箇所（上湯泉源

向ひ側膝本屋旋館の庭）に常に同一の温度計を挿入して

置いて目に数日地下1米の温度を測って典蟹化を検した

塵最例の4日間は殆んど蟹化カ戸なかったが2月5日の夜に

多量の降雨があって，典影響を受け老爲か，同7日から

此温度が上昇し始め，測定最終日たる同9日には初めの

4日間に比べO．7．C高くなったので北日の測定値にのみ

更に一α7oCの補正を打つだ。

　以上の如くにして得た結果を固示すれば第4脚の如く

なる。樹中の測定地貼（○印）の傍の数字は地表面下1米

の溜度である。之等の温度に依って1。梅の等温線を作っ

た。此燭を熟視すれば人艘次の事柄が絞み取られる。卯

ち
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　第4圓　川棚温泉附近地温分布
（昭和十九年三月二十二日下關要塞司令部検閲済）
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　（1）等温線は各泉源を中心として集って居り，

　（2）之から離れた鹿は比較的低温であるが併し共等の部分にも〃々獺立して幾分高

温の場所があるo
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（3）特に上湯，小天狗爾泉源を結ぶ糠に渦1うて高温帯があ），小規模な所謂温泉脈

の存在を示すものの如く思はれる。
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　（4）埋設せられた蓬腸管（圖中破線を以て示した）に沿うて高温部が存在するのは逢

腸管が比較的淺く設埋せられてゐる爲其影響を受けたものである事は勿論である。

8．松田　県源

　松田泉源は上湯泉源の東約50米それより糟高い地鞘に昭和12年7月17日起工された。

地表より約30糎迄表土，以下粘．上，砂礫等の混交せる眉・を経て約4・2米より青灰色の蟹

質せる軟易肱花岡岩々盤に入った。英岩質は深さ60～70米附近から次第に堅硬になつた

が箇所々に欺い部分があり，叉全鵠に五って翁裂が可成多く屋久崩潰し，セメ：・ト注入

を行びつム工事が進められたが，相當な難工事で途中故障の爲二度も一，ニケ月間掘進

が中止せられた事があった。然し深さを指すに從って孔底温度は最初急に上昇し深さ58

米から77米迄は饗化底く次に一寸降下した後再び急に上昇し100米附近からは40．Cと

41叩の間を上下した。又孔中の水位は次第に上昇し翌13年7月11日に孔の深さ155・75米

に到って漸く湧湯が渥流し始めた。爾後掘整の進むに催って湧出量は深さ197米験迄は

急激に櫓し其後も二度若干め脅加を示し深さ30壬米以上で毎分109立に達した。叉湧間口

に於ける湧泉温度は初め急に昇り深さ180米の頃からは一進一遇で230～240米の時最高

40孔に達し，最後ぼ3駅C附近に藩付いた。斯くして昭和14年2月16日深さ310・61米で

掘襲を終了する迄の此等の状況を綜合して圖示すれば第5圖の如くである。

以上は工事施行者の報告に基いたものであるが筆者等は昭和14年1月更に自から北松

田試錐に就き諸種の調査を行ふ爲現地に赴いた。先っ前年12月27日深さ2鍬71米迄塀蟹’

　　　　第6回松田泉源に於ける深さと温度の關係　　　　　　して作業を中止，放置し

　　　　　　　　（昭和14年1月7日測定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であった試錐の湧泉に就

　侶＝

?@犯逼庄＾　製

”4o
8 1 01 I 10010 o o o o ○業

鵜“一

○業

き1月7日測定を打つだ結

果，共湧出量は毎分g5立

湧出口に於ける温度ほ

39．4oC（気温6．5oC）であ

った。次に試錐孔内の種

々の深さに於ける温度を

測定したが，之には掘盗

用鐵管を1本づつ正確に

長さを測り，先端に1分
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計の鵠温計を入れて之を孔内の種々の深さに挿入し毎日約15分間放置した後引上げて英

温度を検べた。典結果は第6囲に示す如く深さを増すに従ひ高温となり，當時の孔底に

近い290．7米で43．3．Cに達した。又湧出口に丁度合ふ竹筒を嵌め込んで場面を衡内に上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昇，自然に静止せしめた研，英通常
　　第7固松田泉源に於ける湧出量と水頭の關係

　　　　　　（昭和14年1月10日測定）　　　一　　に湧出せる場合の場面上の高さ，帥

劣
ψ

8o

は

清
出ψ

i約

　m
　lo

　o　　　　　4

缶
ψ

月

8o

騎

6o

o 240 水・頭　｝

　　ち静止水頭は21．4糎となった。次い

　　で此竹筒を上から少しづつ順次切り

　　下げて水頭を20．O糎，15．0糎，1O．O糎，

　　3．O糎及O糧とした時の湧出量を夫々

　　測定して第7圓に示す如き結果を得

　　た。

　　　以上の如き状態で掘襲された松田

　　試錐孔は英後泉源として使用されて

　　みたが，次に述べる衛藤薪泉源の掘

続
　　嚢中莫影響を受けて昭和15年7月以

　　來湧出量激減し昭和17年初になって

全く枯渇し現今では閉塞埋没せられてゐる。

9．衛真新業源

　衛藤薪泉源は上湯泉源の西方50米弱衛藤蔭泉源の西南30米足らずの位置に昭和14年12

月8目掘馨が開始され，地表下2・7米で花岡岩岩盤に達し，之を掘進して深さ10・3米の時

跣に毎分約76主の湧聞を見たが，直ちに上湯泉源に其影響が現れた。深さ83米粒迄は岩

盤に所々亀裂の多い箇所もあったが，岩質梼して硬く一，二皮の崩潰を除き工事は比較

的順調に進んだ。此の間孔底温度は前の松岡試錐の場合よりは遙かに急速に上昇し，深

さ50米で44．5．C，68米で4＆O．Cに達し，叉毎クエ事休止後孔口に竹筒を嵌め込んで共中

に場面を上昇せしめ自然に静止する高さ帥ち所謂静止水頭を翌朝作業開始前測定したと

ころ，典高さも孔の深さが増すと共に次第に高まり，孔の深さが68米に達した時地表上

2，75米に迄昇った。黙るに此塵で其孔の全長に五ってケロシyダを挿入し英周園の隙間

にセメ：／トを慎めて輿途中からの湧水を阻止した虚，静止水頭は一且1．oo米に下り，英

後再び漸次上昇して湊さ83米でL50米と次った。此時地上40糧の高さに湧出日を設けて
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温度43．炉C，湧出量毎分143並の湧泉を得た。黙るに真直後に於ける掘襲用シャフトの

折損や，叉共後所々岩盤の軟弱な部分に遭遇して超った崩潰の爲に掘進が時々停頓した

が，兎も角工事を進めて行く中，深さ約85米で湧出量毎分約ユ80立に達するや，既設泉

源特に．止揚及松田泉源に著しい影響が現れて共等の湧出量が減少し，更に深さ89米饒で

湧出量毎分約270立に及ぶや，上湯，。松田の爾泉源は其湧出量愈々減少し各浴場への從

來通りの還湯に著しい支障を來し†こ。其後此影響が盆々増大したので之を防止する爲，

深さ10038米に達した時（此時湧泉の温度仏8．C，湧出量毎分約360立）一時工事を中止し

て湧出口を地表上1．85米に高めた。英結果湧問量の激減してみた上場及松田の爾泉源は

復活して夫々毎分約55立及33並の湧出量を見るに到つたが，揃藤薪泉源の方は英爲湧聞

量が毎分270立程度に減少しfこ。而して再び掘饗を開始して深さ約110米に到り湧出量毎

分360立程慶に戻ったが，湧泉温皮は若千下って独．ぴCとなり，孔底温度も亦幾分低下

して45．OoCとなった。之は恐らく低温の地一ド水が混入した篤と者へられる。其後深さ

115，2米で湧出量は毎分約400立迄埴加したが，孔底温度は筒若干低下して率に仏O．Cに

たつすこ。（此の時分から松田泉源の湧出量が再び激減した。）筒此孔底温度は英後一且

44．5℃迄上つたが再び幽．OoCに下り以後殆んど蟹化なく，昭和15年工1月27日地表下

170．61米に達して掘誰を打切り，地表下60米から114－60米迄の間にストレーナFを挿入

し，それ以下は素掘のまムとして工事を終了した。

m．最近の航況

　以上の如く川棚温泉は筆者等が最初調査に携って以來種々の蟹遷を重ねて來淀が，窩

比等の泉源の外に典後小天狗新泉源が掘襲されてゐる。此泉源は南和18年8月に湧泉温

慶は姐㍗Cで，湧出量毎分約200立と構せられてゐたが典掘繋當時の械況を審がにし得

ないのは残念である。而して昭和16年以後毎年2日山陽電勒川棚温泉事務所の手で上湯，

　　　　　　　　　　　　　　　　策　　5　　表

昭和16年5月昭和16年12月昭和17年5月昭和17年1朋昭和18年5

上　　　　湯

宿　　藤（奮）

衛　　藤（新）

松　　　　田

44立／分　　　調立ノ分

40　　　　　40

幽0　　　　　333

15　　　　　　5

18立ノ分　　　15立ノ分　　　15並ノ

36　　　　　　ユ8　　　　　　27

255　　　　　　　　218　　　　　　　　218

　0　　　　　　　0　　　　　　　0

衛藤奮及薪並に松岡の四泉源に就き湧出量が測定されてゐるので，其緕果を第5表に示
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す。艶も何れの泉源も時を経るに從って次第に湧出量を減じ，裁中松田泉源は既述の如く

それ以後に掘饗された薪泉源の影響を受けて途に枯渇し，上場叉甚しく衰へ，衙藤奮泉源

も亦著しい減少を示してみる。又湧泉温度も昭和18年8月1工日にほ衙藤薪泉源が43．3．C

衛藤奮泉源が幽．3Cで前者の昭和15年秋に於ける44．ぴC，後者の昭和1コ年末に於ける

43．O．Cに比して何れもO．7．Cの低下を來してみる。唯葡藤薪泉源の湧出量が昭和16年5

月の毎分240立から同年12月の833立に増加してゐるのは，此泉源の湧出口が初め地上

ユ85糧の高さにあったものを湧出量を増す爵に地上83糧に迄切り下げた結果に基くもの

である。

　以上を要するに川棚温泉の湧出地域は極．めて挾い範園内に限られ，且一の薪泉源を掘

繋すれば直ちに在來の泉源に影響を及ぼし結局現今迄の経験から判断すれば総湧出量を

格段に脅加ぜしめることは困難であらラと思はれる。

　終りに臨み本調査研究に當り種々懇切なる御指導と断えざる御鞭捷を賜った京都帝犬

教授松山基範博士に甚深なる謝意を表する。
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1）地質調査厨七萬五千分之一・小串口幅地質語明書1I6～17頁・大正11年
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